
１
１
－
，
，

Ｌ
Ｆ

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

九
州
沖
純

各
縣
尋
中

常
學
校

べに文須

し感部ら
：M大く
す臣森

右
表
に
就
い
て
老
へ
る
と
、
勅
令
公
布
の
年
に
於
け
る
全
國
中
學
校
五
十
六
校
一
萬
一
一
百
九
十
人
の
中
、
九
州
沖
繩
八
縣
の
そ
れ

は
、
七
校
一
一
千
一
一
百
八
人
、
卒
業
生
の
数
五
百
十
七
人
中
、
百
六
十
六
人
を
算
し
な
が
ら
、
本
校
創
立
印
下
に
於
け
る
入
學
試
駿
に

際
し
て
、
本
科
は
勿
論
の
こ
と
Ｐ
豫
科
一
。
｜
一
級
生
の
募
集
も
差
控
へ
た
は
、
以
て
當
時
の
第
五
地
方
の
教
育
程
度
が
察
せ
ら
れ
る

第
二
節
學
制
の
改
革
と
森
文
部
大
臣
の
經
綸
（
附
森
子
爵
遙
祭
式
竝
に
森
子
の
寄
附
金
）

本
邦
教
育
制
度
史
に
於
け
る
一
大
謹
期
的
の
事
象
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
明
治
十
九
年
の
改
革
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
學
凹

革
な
る
も
の
は
、
職
と
し
て
文
部
大
臣
森
有
禮
一
十
の
經
論
仁
發
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
高
等
學
校
の
存
在
す
る
限
り
に
於
て
、

と
共
に
、
後
述
の
相
談
會
を
開
催
し
た
理
由
が
首
肯
せ
ら
れ
る
。

局
が
微
け
ら
れ
た
時
、
畢
校
判
事
仁
り
し
子
は
、
樅
判
事
加
藤
弘
之
氏
等
と
、
取
調
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
明
治
一
一
一
年
一
一
月

に
偉
大
學
規
則
や
中
小
學
規
則
か
制
定
せ
ら
れ
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
然
る
に
明
治
十
五
年
、
駐
英
公
使
た
り
し
頃
、
憲
法
制
度
取

二
九

第
一
掌
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
隼
五
高
等
中
學
校
の
創
立

合沖

鹿
兒
島

大
分

佐
賀

熊
本

幅
岡
三 第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

九
州
沖
繩
各
縣
尋
常
中
學
校
（
明
治
十
九
年
）

學
校
製

教
員
数

生
徒
数

長
崎
一
（
罎
轆
鱸
翠
唾
）
’
三

一
九
一

計繩

九一 （
鹿
兒
島
縣

尋
常
中
學

造
士
館
）

（
榊
鑿
齢
）

／‾、／‾、／‾、－－～一

濟熊中佐中大j校同中同中而

鐡鳶學:學驚修灘卓１１１
私尋尋蕊學襲：
違趨轡館學校常校衞

‾‾グーへ

同中j而橿ｉ大長
蝿岡村崎
津學縣中縣
尋尋學私
常校常校立

､－－

三七

五
○

｜
｛
ハ Ｌ

Ｄ
７

ｌ
－
ハ

一

鑑
期
的
の
事
象
峰
云
ふ
ま
で
も
な
く
明
治
十
九
年
の
改
革
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
學
制
の
改

臣
森
有
禮
一
十
の
經
論
仁
發
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
高
等
學
校
の
存
在
す
る
限
り
に
於
て
森
子

ｌ
Ｉ
－
一
一
計
ン
亡
よ
、
茗
二
恩
烹
と
謹
酎
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち

一
○
二

二
町
二
○
八

‾

四
○
六

一
七
九

八
九
八

九

九

に
對
し
て
は
、
常
に
思
慕
と
感
謝
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち

前
年
の
十
二
月
一
一
十
二
日
、
大
政
官
麿
止
と
共
に
、
新
に
内
閣
及
び

森
各
省
か
設
置
せ
ら
れ
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
出
現
と
共
に
、
第
一
代

文
の
文
部
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
仁
の
が
森
有
禮
子
で
あ
る
。
森
有
禮
子
と

靜云へは、人☆は必ずや麿刀論や男女同椛論の提唱、商業學
臣
校
の
猫
力
創
立
、
西
村
茂
樹
・
津
田
眞
道
。
中
村
正
直
。
西
風
。
加

藤
弘
之
・
輻
澤
諭
吉
・
奨
作
秋
坪
・
杉
享
二
等
數
氏
と
の
明
六
雑
誌

・
發
行
等
を
想
ひ
起
す
ほ
ど
、
猶
創
的
に
し
て
革
新
的
な
人
で
あ
っ

た
。
是
よ
り
先
、
明
治
二
年
五
月
十
八
日
を
以
て
新
に
制
度
取
調

Ｉ
Ｉ
「
●

ｆ
』
卜
。
■

Ｐ
Ｐ
ｑ
■

別
守
口
呵
困
凹
却
Ⅱ
可
・
Ｐ
●
円
兎
■
ｒ
か
、
吃
上

’
一
ハ
ー
ハ

卒
業
生

五○

ｄ
呵
引
・
’
・
Ｉ

一
一
「
二
一
一
一
九
Ｃ
○
○
○

六
四
℃
八
一
一
・
九
一
九

一
六
、
五
九
二
・
○
○
五

四
、
六
一
六
・
’
’
’
’
’
五

七
、
八
八
五
・
二
八
五

四
、
三
一
六
・
九
七
九

九
、
八
七
二
・
六
五
七

歳
我

皿

八
、
二
八
九
・
七
五
八

二
八

勺



と枝零
學の常
科課中
程學

教
育
制
度

改
革
内
容

螺》》罐

明
治
十
九

年
の
敬
育

状
況

鱗散繩の

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

一一一○

調
の
爲
に
渡
戯
せ
る
伊
藤
博
文
を
巴
里
の
族
宿
に
訪
ね
て
。
國
家
經
論
に
對
し
て
教
育
の
普
及
護
達
の
緊
要
な
る
こ
と
を
力
説
し
て

肝
臓
相
照
し
、
更
め
て
欧
米
の
教
育
制
度
調
杢
を
嘱
せ
ら
れ
、
歸
朝
後
明
治
十
七
年
五
月
、
文
部
省
御
用
掛
を
兼
勤
（
當
時
参
事
院

議
官
）
す
る
に
及
ん
で
、
直
接
教
育
行
政
に
千
奥
す
る
に
至
り
ｐ
同
年
六
月
、
大
學
豫
備
門
の
學
科
課
程
の
改
定
、
東
京
外
國
語
學

校
附
鴎
高
等
商
業
學
校
規
則
の
制
定
、
同
七
月
の
豫
備
門
本
餐
分
髪
の
名
稀
麿
止
、
同
士
一
月
、
司
法
省
法
學
校
正
則
科
の
文
部
省

移
管
並
に
東
京
法
學
校
と
改
稀
、
翌
十
八
年
七
月
、
大
阪
中
學
校
の
組
織
改
定
並
に
大
學
分
校
と
改
稗
、
同
八
月
の
教
育
令
の
改

正
、
豫
備
門
の
軍
立
、
東
京
女
子
師
範
學
校
を
東
京
師
範
學
校
へ
の
合
併
、
同
九
月
の
東
京
法
學
校
を
東
京
大
學
法
學
部
へ
の
合
併

等
に
力
を
致
し
た
の
で
あ
る
が
、
森
子
の
教
育
論
は
、
教
育
の
爲
の
教
育
に
非
か
し
て
、
常
に
國
家
本
位
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
他
人

の
到
底
追
随
を
許
さ
ざ
る
特
異
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
、
彼
の
小
學
令
の
如
き
、
精
魂
を
傾
け
て
自
ら
起
案
せ
る
も
の
を
閣
議

に
提
出
し
、
然
る
後
に
勅
裁
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
其
の
人
と
爲
ｂ
の
一
面
を
察
す
る
に
餘
ｂ
あ
る
で
あ
ら
う
。

元
來
、
教
育
制
度
の
改
革
が
、
時
機
の
到
来
と
、
内
閣
の
椛
威
と
、
及
び
文
相
の
信
望
と
に
相
俟
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云

ふ
ま
で
も
な
い
。
而
し
て
十
九
年
の
改
革
を
見
る
に
、
一
一
一
月
一
日
⑪
勅
令
第
一
一
一
號
を
以
て
、
帝
國
大
學
令
十
一
一
一
催
を
奏
請
公
布
し

て
、
東
京
大
學
を
東
京
帝
國
大
學
と
改
め
、
第
一
催
に
、
「
帝
國
大
學
ハ
國
家
ノ
須
要
一
一
應
ス
ル
學
術
技
藝
ヲ
教
授
シ
及
其
遡
奥
ヲ

，
、
、

攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
定
め
た
の
を
手
始
め
と
し
て
、
一
一
一
月
九
日
に
は
、
學
事
上
の
便
宜
よ
り
し
て
、
全
國
を
五
地
方
に

，
Ｕ
Ｄ
、

大
別
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
に
關
係
あ
る
第
五
地
方
に
就
い
て
申
せ
ば
、
長
崎
・
一
膿
岡
・
大
分
・
佐
賀
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
兒
島

の
七
縣
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
年
四
月
九
日
に
は
、
勅
令
第
士
一
一
號
を
以
て
、
師
範
學
校
令
を
公
布
し
て
、
東
京
師
範
學
校
を
高
等
師

範
學
校
と
改
め
、
同
月
同
日
、
同
第
十
四
號
を
以
て
、
小
學
令
を
發
布
し
て
尋
常
科
・
高
等
科
各
々
四
年
と
爲
し
、
四
月
十
日
に

、
、
、
、
、
、
ｂ
Ｕ
ひ

は
げ
勅
令
第
十
五
號
を
以
て
中
學
校
令
九
條
を
公
布
し
て
、
以
て
府
縣
立
各
一
校
を
限
ｈ
ソ
て
其
の
濫
設
を
防
ぎ
。
且
、
東
京
大
學
豫

ひ
、
、
Ｐ

備
門
を
第
一
高
等
中
學
校
、
大
學
分
校
を
第
一
一
一
高
等
中
學
と
し
、
四
月
一
一
一
十
ｐ
Ｈ
に
は
、
高
等
學
校
官
制
を
定
め
て
、
東
京
以
下
五
校

を
設
立
し
、
五
月
十
日
に
は
、
文
部
省
令
第
七
號
を
以
て
、
教
科
用
圖
害
検
定
條
令
を
定
め
、
六
月
一
一
十
一
一
日
に
は
、
省
令
第
十
四

℃
Ｄ
Ｕ
、
，
、
、
．
、
Ｕ
、
⑪
、
、
■

銃
を
以
て
、
尋
常
中
學
校
の
學
科
及
び
程
度
を
、
七
月
一
ｎ
口
に
は
、
省
令
第
十
一
ハ
號
を
以
て
ザ
高
等
中
學
校
の
學
科
及
び
其
程
度
を

℃
、
、
▽

、
、
、

定
め
っ
（
》
と
云
ふ
や
う
に
、
恂
に
箭
繼
早
の
感
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
、
尋
常
中
學
校
の
課
程
と
學
科
と
を
學
ぐ
れ
ば
、
修
業
年
限
を
五
年
と
し
、
年
齢
十
一
一
年
以
上
に
し
て
相
鴬
の
畢
力
を
備
へ
た

る
も
の
と
爲
し
、
之
に
授
く
る
に
、
倫
理
・
國
語
・
漢
文
・
第
一
外
國
語
・
第
一
一
外
國
語
。
農
業
・
地
理
・
歴
史
・
數
學
。
博
物
。

物
理
・
化
學
・
習
字
・
圖
豊
・
唱
歌
及
び
鵠
操
を
以
て
し
、
第
一
一
外
國
語
と
農
業
と
は
、
何
れ
か
其
の
一
を
鉄
く
こ
と
を
得
る
も
の

と
蔦
し
、
高
等
中
學
校
の
學
科
及
其
程
度
は
、
國
語
・
漢
文
・
第
一
外
國
語
（
通
常
英
語
）
・
第
一
一
外
國
語
（
通
常
燭
語
芳
く
は
佛
語
）

、
、
、
、
、
、
、
ｐ
、
Ｕ
、
Ｄ

・
羅
旬
三
ｍ
・
地
理
・
歴
史
・
數
學
・
動
物
。
植
物
・
地
質
・
鑛
物
・
物
理
・
化
學
・
天
文
。
理
財
學
。
法
學
通
論
。
哲
學
・
闘
豊
。

■
、
Ｐ
ｂ
、
⑰
わ
り
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
▽

力
學
・
測
量
及
鵠
操
を
授
け
、
其
の
修
業
年
限
を
一
一
箇
年
と
し
（
第
一
一
條
）
、
一
一
級
を
設
け
毎
級
の
授
業
期
限
を
一
年
と
し
、
一
年
内

に
於
て
凡
そ
四
十
週
の
授
業
を
爲
す
べ
く
（
第
一
一
一
催
）
、
學
科
は
、
一
部
・
一
一
部
・
一
一
一
部
に
分
ち
、
各
生
徒
を
し
て
其
一
を
修
め
し

む
く
く
（
第
四
催
）
、
入
學
を
許
す
べ
き
生
徒
は
、
品
行
端
正
、
身
鵠
健
康
、
年
齢
十
七
以
上
に
し
て
、
尋
常
中
學
校
を
卒
業
し
た
る

、
ｐ
Ｕ
、
⑪
ｂ
、
Ｕ
Ｕ
ｂ
、
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
、
、
Ｄ
Ｕ
、

者
．
若
く
は
之
に
均
し
き
學
力
を
有
す
る
者
た
る
べ
く
（
等
六
催
）
、
又
若
し
高
等
中
學
校
に
豫
科
を
置
く
場
〈
ロ
は
、
革
常
中
學
校
第

一
一
一
年
級
以
上
の
學
科
及
其
程
度
に
擦
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
第
七
催
）
。
而
し
て
文
部
省
第
十
四
年
報
明
治
十
九
年

℃
、
、
Ｄ
Ｕ
、
や
Ｄ
Ｕ
■
、
、
、
、
、
、
⑪
Ｕ
ｐ

分
の
全
國
教
育
総
論
に
從
へ
ば
、

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

一一一一



の臣森
主の文

眼敦部
育大

森
文
部
大

拒勤鯛辮
育
に
闇
す

る
抱
負

而
し
て
軍
に
高
等
中
學
校
の
み
な
ら
ず
、
教
育
の
主
眼
を
、
威
重
・
信
望
・
従
順
の
一
一
一
氣
質
に
置
く
こ
と
が
、
勅
令
中
に
明
記
せ

ら
れ
て
あ
る
こ
と
も
、
注
意
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
教
養
の
方
法
と
し
て
、
兵
式
艘
操
を
利
用
し
て
、
教
員
の
素
質
改
善
を

計
る
と
共
に
、
軍
隊
式
寄
宿
舎
制
度
を
用
ひ
で
師
範
學
校
の
生
徒
の
訓
育
に
富
ｂ
、
以
て
教
員
の
改
良
に
力
を
致
す
と
共
に
、
各

學
校
に
於
て
も
、
兵
式
鵠
操
を
奨
勵
し
て
、
軍
隊
的
美
質
（
上
記
の
一
一
一
氣
質
及
び
規
律
等
）
の
酒
養
に
資
す
る
な
ど
、
所
謂
國
家
百

年
の
大
計
を
樹
立
し
た
こ
と
は
、
眞
に
不
朽
の
盛
事
と
欝
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
故
に
若
し
森
子
に
し
て
、
一
一
十
二
年
一
一

月
十
一
日
、
憲
法
發
布
の
日
に
兇
刃
に
篭
ろ
．
こ
と
な
く
、
尚
数
年
の
間
、
満
腹
の
經
縮
を
賞
現
す
る
こ
と
が
出
來
尤
な
ら
ば
、
一

層
の
美
果
を
牧
め
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。

第
一
章
九
州
嵯
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

一一一一一一

業
べ
家
屋
ヲ
建
ツ
ル
ガ
加
老

以
ナ
リ
。
（
句
讃
竝
一
一
圏
鮎
ハ
筆
者
ｆ

一
読
直
に
、
建
學
の
目
標
が
率
直
函

人
格
風
半
に
接
す
る
の
感
が
あ
る
。

と
も
あ
る
。
以
て
其
の
意
圖
す
る
所
竝
に
中
等
學
校
教
育
の
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
則
ち
、
森
文
部
大
臣
の
高
等
中
學
校
の
教
育
に
開
す
る
抱
負
は
如
何
で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
に
、
明
治
一
一
十
一
年
三
月
十
日

出版日下部三之介著放螂森子爵之教育意見なるものに、「第四高等中學校開校式一一於ケル森文部大臣ノ演説」と題
す
る
一
篇
を
揚
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
一
部
を
記
せ
ば
、

（
前
略
）
抑
高
等
中
學
校
ハ
全
國
五
箇
所
一
一
設
置
セ
リ
。
之
ヲ
設
置
シ
ク
ル
理
由
ヲ
概
言
セ
パ
國
家
必
要
一
一
由
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
キ

ノ
ミ
。
巳
一
一
國
家
ノ
必
要
ト
認
〆
、
且
シ
時
機
到
ル
ヲ
以
テ
、
政
府
ハ
之
ヲ
決
行
セ
リ
。
唯
國
家
必
要
ノ
鮎
ハ
、
時
勢
一
一
由
リ
テ

鍵
動
ス
ル
モ
ノ
多
シ
・
今
日
一
一
於
テ
高
等
中
學
校
ヲ
國
家
一
一
於
テ
必
要
ト
ス
ル
理
由
ヲ
知
ラ
ン
ト
セ
パ
、
日
本
現
時
ノ
國
勢
ヲ
世

界
萬
國
ノ
國
勢
一
一
比
較
シ
テ
、
如
何
ナ
ル
地
位
一
一
立
ツ
カ
ヲ
恩
ハ
マ
自
ラ
瞭
焉
タ
ル
ペ
シ
。
蓋
シ
昔
日
鎖
國
ノ
時
代
一
一
於
テ
ハ
、

國
勢
ヲ
保
持
ス
ル
ー
ー
別
段
ノ
方
法
ヲ
要
セ
ザ
リ
シ
モ
▽
已
二
開
國
シ
、
萬
國
ノ
交
際
一
一
列
シ
テ
、
我
國
潤
立
ノ
名
寳
ヲ
全
フ
シ
、

其
面
目
ヲ
保
ク
ン
ト
セ
ハ
、
急
務
同
ヨ
リ
多
端
ナ
リ
。
而
最
モ
肝
要
ナ
ル
ハ
、
國
家
全
艦
ノ
重
要
ナ
ル
部
分
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
、
帥

蓋
シ
勅
令
ノ
主
旨
ゲ
ル
學
校
経
濟
ヲ
計
り
務
メ
テ
公
費
ヲ
節
約
シ
民
カ
ノ
程
度
ト
相
穏
均
セ
シ
ム
ル
ー
ー
在
ル
ヲ
以
テ
大
二
畢
校
ノ

鵠
制
ヲ
改
革
シ
綱
紀
ヲ
更
張
セ
サ
ル
ヲ
得
ス

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
同
じ
く
中
學
校
の
項
に
は
、

府
縣
中
學
校
ノ
設
置
ハ
従
来
多
キ
ー
一
過
キ
ク
ル
ヲ
以
テ
校
舎
器
械
ノ
準
備
ヨ
リ
教
員
ノ
資
格
管
理
ノ
方
法
等
概
ネ
完
備
セ
ス
随
ヒ

テ
卒
業
ノ
生
徒
ハ
進
ミ
テ
高
等
ノ
學
校
一
一
入
ル
龍
ハ
ス
遇
キ
テ
自
ラ
事
業
ヲ
執
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
状
ア
ル
コ
ト
前
年
報
二
詳
述
ス
ル

、
、
、
■
じ
じ
Ｕ
Ｕ
■
、
、
、
Ｄ
Ｕ
▽
▽
Ｕ
Ｔ
Ｕ
■
Ｄ
Ｐ
Ｕ
ｂ
Ｕ
、
Ｕ
Ｕ
Ｄ
ｂ
ｐ
Ｕ

チ
杜
會
上
流
一
一
立
ツ
ペ
キ
人
物
正
確
二
學
術
精
練
ノ
士
ヲ
多
ク
養
成
ス
ル
コ
ト
是
ナ
リ
。
蓋
シ
此
等
ノ
人
物
ハ
我
國
二
之
ナ
シ
ト

云
フ
ニ
ハ
非
ズ
。
然
し
ド
モ
文
明
ノ
進
歩
シ
』
ゲ
ル
各
國
ヲ
對
手
ト
シ
テ
比
較
セ
バ
、
日
本
ハ
未
ダ
其
數
少
ナ
ク
シ
テ
、
唯
残
念
ナ

マ
、

リ
ト
云
フ
ノ
外
ナ
シ
。
（
中
略
）
我
國
ハ
比
類
ナ
キ
有
難
キ
國
柄
ナ
リ
。
生
ヲ
此
國
二
真
ク
ル
者
ハ
、
實
二
幸
榮
ナ
リ
。
然
ル
ー
現

時
ノ
國
勢
ハ
ト
云
へ
（
、
前
言
ノ
加
ク
慨
嘆
ス
ベ
キ
者
多
シ
・
是
天
皇
陛
下
ノ
常
一
一
叡
慮
ヲ
慨
マ
セ
ラ
レ
、
又
憂
國
ノ
士
民
身

ヲ
殺
シ
テ
借
ム
ナ
ク
、
銀
難
辛
苦
ス
ル
所
ナ
リ
。
然
ル
ー
今
日
迄
ノ
事
業
ハ
、
恰
カ
モ
荊
練
ヲ
開
キ
、
基
礎
ヲ
定
〆
、
今
後
ノ
事

業
ハ
、
家
屋
ヲ
建
ツ
ル
ガ
加
シ
。
今
後
ノ
事
業
ハ
實
二
容
易
ナ
ラ
ズ
。
是
人
物
正
確
學
術
深
遼
ノ
士
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
急
務
ナ
ル
所

以
ナ
リ
。
（
句
讃
竝
一
一
圏
鮎
ハ
筆
者
．
／
施
ス
所
）

讃
直
に
、
建
學
の
目
標
が
率
直
明
快
に
陳
べ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
美
僻
麗
句
を
用
ひ
す
し
て
、
簡
明
直
裁
な
る
所
に
、
森
子
の

所
ノ
如
シ 第
一
草
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

一

一

-一

一

一



森
文
部
大

臣
の
寄
附

會け長
る崎
弔に

祭於

森
文
部
大

臣
の
蕊
去

と
本
校式蝶

遙に
祭於

次
生
徒
一
同
拝
禮
第
五
高
等
中
學
校
生
木
崎
虎
大
祭
詞
ヲ
捧
讃
ス

絡
一
７
榊
官
榊
鱗
ヲ
撤
ス
此
間
奏
梁

是
二
於
テ
ー
同
紳
酒
ヲ
酌
ミ
ー
暗
涙
数
行
ノ
中
各
退
場
セ
リ
時
既
一
一
一
一
一
時
ヲ
過
ク

簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
野
村
校
長
の
祭
文
を
褐
ぐ
れ
ば
、

護
テ
故
森
文
部
大
臣
ノ
露
ヲ
祭
ル
尊
位
ハ
風
一
一

天
皇
陛
下
ノ
信
任
ヲ
得
テ
國
家
將
來
ノ
事
一
一
關
シ
一
身
ヲ
委
セ
ラ
レ
ク
ル
人
ク
ル
ハ
信
ジ
テ
疑
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
然
ル
一
一
一
朝
暴
行
者

ノ
爲
二
絶
一
一
遠
逝
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
眞
一
一
浩
歎
二
種
へ
ザ
ル
ナ
リ
今
日
葬
儀
ノ
事
ア
ル
ヲ
博
へ
聞
ク
悲
痛
ノ
情
措
ク
龍
ハ
ズ
同
感
ノ

諸
君
ト
共
一
一
絃
一
一
祭
場
ヲ
設
ヶ
遙
二
尊
位
ノ
露
ヲ
祭
ル
尚
ク
ハ
饗
ケ
ラ
レ
ョ

明
治
一
一
十
一
一
年
一
一
月
十
六
日

野
村
彦
四
郎

而
し
て
瞥
學
部
に
於
て
も
、
吉
田
主
事
發
起
人
と
な
り
、
本
部
職
員
・
長
崎
縣
學
務
課
員
・
同
縣
立
學
校
職
員
・
同
縣
教
育
會
員

と
相
謀
り
、
同
日
午
後
一
時
よ
り
、
中
ノ
島
鵠
操
場
に
於
て
弔
祭
會
を
催
し
、
諏
訪
榊
祗
祠
官
中
島
廣
行
齋
主
と
な
り
、
紳
官
十
一

名
を
從
へ
て
執
行
し
、
中
小
學
生
徒
幼
稚
生
の
数
五
千
除
名
、
午
後
四
時
を
以
て
退
場
す
る
の
盛
儀
で
あ
っ
た
。
且
、
こ
の
日
東
京

市
の
各
學
校
は
勿
論
、
本
校
に
於
て
も
臨
時
休
業
を
爲
し
て
敬
弔
の
意
を
表
し
た
の
は
、
文
部
大
臣
の
莞
去
に
對
し
て
は
、
恐
ら
く

姑
に
し
て
経
で
は
あ
る
ま
い
か
。
野
村
校
長
が
、
そ
の
後
半
歳
に
し
て
本
校
を
去
る
に
至
っ
た
事
情
は
、
森
子
の
濫
逝
が
、
有
力
な

る
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

尚
、
本
校
の
み
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
森
子
よ
り
五
高
等
中
學
校
に
對
し
て
、
寄
附
の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
森
子
が

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

三
五

痛
歎
措
く
龍
は
す
、
二
月
十
四

切
レ
ヲ
巻
キ
喪
ヲ
表
ス
ペ
シ
」

麓
の
陸
軍
墓
地
に
於
て
、
盛
★

セ
ル
森
大
臣
ノ
招
魂
祭
概
況
」

故
文
部
大
臣
森
有
禮
蕊
キ
ー
一

天
皇
陛
下
ノ
信
任
ヲ
以
テ
國
家
教
育
ノ
任
一
一
富
リ

智
術
偏
重
ノ
弊
ヲ
矯
〆
道
義
鵠
育
ノ
要
ヲ
説
キ
蕾
來
ソ
弊
風
ヲ
改
〆
着
々
歩
ヲ
進
メ
シ
ム
國
家
衆
庶
景
仰
シ
テ
以
テ
木
鐸
ト
ス
何

ソ
圖
ラ
ン
一
朝
遼
力
一
一
濫
逝
セ
ラ
ル
感
慨
悲
嘆
豈
一
一
言
一
一
忽
ン
ャ
越
二
一
一
月
十
六
日
遙
力
一
一
葬
遥
ノ
儀
ア
ル
ヲ
閲
キ
鎭
臺
縣
鴎
各

學
校
等
有
志
者
相
謀
り
龍
田
山
陸
軍
葬
地
一
一
於
テ
其
遙
祭
式
ヲ
墨
ヶ
行
う
此
日
西
風
吹
キ
起
り
土
砂
面
ヲ
僕
チ
行
歩
一
一
便
ナ
ラ
ス

マ
口

而
シ
テ
會
者
尚
一
一
百
有
餘
人
午
後
一
時
祭
司
桔
梗
茶
（
北
岡
榊
肚
吉
經
充
貴
力
）
及
榊
官
數
名
祭
場
ノ
假
殿
二
着
シ
武
官
一
同
假

殿
ノ
左
側
一
一
列
シ
文
官
教
員
等
共
右
側
一
一
列
シ
各
學
校
生
徒
共
正
面
二
整
列
ス
是
一
一
於
テ
榊
官
祭
儀
ヲ
其
ス
ル
ヲ
告
ケ
榊
鱗
ヲ
供

終
テ
文
武
官
一
同
順
次
拝
禮
第
五
高
等
中
騒
校
長
野
村
彦
四
郎
氏
祭
文
ヲ
捧
讃
ス
次
濟
を
鶴
幹
事
内
藤
儀
十
郎
氏
祭
文
ヲ
捧
讃
ス

次
紳
樂
ヲ
秦
ス

次
祭
司
弔
詞
ヲ
捧
讃
ス

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

三
四

而
し
て
本
校
初
代
の
校
長
野
村
彦
四
郎
氏
は
、
森
子
の
知
遇
を
豪
る
こ
と
厚
く
⑮
従
っ
て
森
子
の
不
慮
の
厄
難
を
聞
く
や
、
鰭
樗

歎
措
く
龍
は
す
、
一
一
月
十
四
日
、
校
長
の
名
を
以
て
、
「
子
爵
森
文
部
大
臣
莞
去
一
一
付
本
日
ヨ
リ
向
一
一
一
日
間
職
員
一
同
左
腕
一
一
黒
キ

レ
ヲ
巻
キ
喪
ヲ
表
ス
ペ
シ
」
と
命
じ
、
文
武
朝
野
の
各
方
面
を
態
通
し
て
、
同
月
十
六
日
、
森
子
葬
儀
の
日
を
卜
し
て
、
龍
田
山

の
陸
軍
墓
地
に
於
て
、
盛
大
な
る
遙
祭
式
を
暴
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
概
況
を
述
ぶ
る
に
徴
り
、
「
熊
本
陸
軍
墓
地
一
一
於
テ
執
行

ル
森
大
臣
ノ
招
魂
祭
概
況
」
を
記
せ
ば
、

ス
此
間
奏
梁



關
…
…

中
學
校
令

以
て
森
子
の
遠
大
な
る
意
圖
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
校
に
於
て
も
、
創
立
賞
時
毎
年
多
数
の
退
學
者
を
出
し
て
居
り
、

そ
の
願
書
の
殆
ど
總
て
が
學
費
不
足
を
そ
の
理
由
と
爲
し
、
大
正
時
代
ま
で
に
、
右
の
補
助
を
受
け
た
者
も
相
當
あ
り
、
現
在
一
一
百

數
十
園
の
残
金
も
あ
る
が
、
之
と
好
一
對
を
爲
す
も
の
は
、
補
遺
に
於
て
略
記
す
べ
き
野
村
校
長
の
寄
附
で
あ
ら
う
。

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

一一一一ハ

高
等
中
學
校
の
教
育
な
る
も
の
に
、
如
何
に
關
心
を
有
し
て
ゐ
た
か
罫
知
ら
れ
よ
う
。

今
般
子
爵
森
有
禮
ヨ
リ
金
一
一
一
千
圓
ヲ
五
ケ
年
賦
一
一
高
等
中
學
校
へ
寄
附
シ
別
記
之
方
法
一
一
由
り
虚
理
相
成
度
旨
願
出
之
末
蕊
届
相

成
候
條
此
段
及
御
通
牒
候
也

備
考
二

第
一
條

第
二
催

第
三
催

第
四
條

備
考

第
五
催
高
等
中
學
校
ノ
経
費
ハ
國
庫
ヨ
リ
之
ヲ
支
辨
シ
ヌ
ハ
國
庫
卜
該
學
校
設
置
医
城
内
一
一
在
ル
府
縣
ノ
地
方
税
一
一
依
り
之
ヲ

支
辨
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
但
此
場
合
一
一
於
テ
ハ
其
管
理
及
經
費
分
婚
ハ
別
一
一
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

明
治
二
十
年
五
月
十
一
日
内
訓

高
等
中
學
校
ハ
青
年
子
弟
ヲ
教
育
ス
ル
ノ
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
教
員
ノ
推
薦
上
自
今
一
層
注
意
ヲ
加
へ
主
ト
シ
テ
其
人
物
威
ア
リ
テ
重

ク
正
直
一
一
シ
テ
教
養
方
一
一
親
切
ナ
ル
者
ヲ
取
ル
ベ
シ

度
事 明
治
二
十
年
七
月
廿
八
日

文
部
省
會
計
局
長
久
保
田

讓

第
五
高
等
中
學
校
長
野
村
彦
四
郎
殿

別
記

子
爵
森
有
禮
ハ
金
一
一
一
千
圓
ヲ
五
ケ
年
賦
ニ
テ
五
ケ
ノ
高
等
中
學
校
二
寄
附
ス
ヘ
キ
一
一
依
り
文
部
省
ハ
左
ノ
方
法
一
一
依
り
虚
理
相
成

ﾉレ 「
子
爵
森
有
禮
ハ
毎
年
十
一
一
月
迄
二
金
六
百
圓
ヲ
文
部
省
會
計
局
へ
紺
ム
ヘ
キ
事

二
文
部
省
ハ
之
ヲ
五
箇
ノ
高
等
中
學
校
二
平
分
シ
毎
校
へ
金
百
武
袷
圓
ヲ
交
付
ス
ヘ
キ
事

一
一
一
、
各
高
等
中
學
校
長
ハ
前
項
ノ
全
員
ヲ
以
テ
人
ト
爲
リ
優
等
一
一
シ
テ
其
才
能
俊
秀
ナ
ル
モ
貧
困
一
一
シ
テ
授
業
料
ヲ
紬
ム
ル
能

ハ
サ
ル
生
徒
ノ
爲
〆
一
一
其
授
業
料
ノ
全
額
或
ハ
幾
分
ヲ
補
助
ス
ヘ
キ
事

但
各
高
等
中
學
校
長
ハ
其
部
内
府
縣
ノ
生
徒
一
一
ア
ラ
サ
レ
ハ
授
業
料
ヲ
補
助
ス
可
ラ
ス

補
助
ヲ
受
ケ
シ
生
徒
他
日
官
私
ノ
職
二
就
キ
報
酬
又
ハ
其
他
ノ
歳
入
毎
年
五
百
圓
以
上
一
一
上
ポ
ル
ト
キ
ハ
寄
附
者
ノ
志
ヲ
績
キ

毎
年
少
ク
モ
歳
入
ノ
五
十
分
一
ヲ
其
嘗
テ
修
學
シ
ク
ル
中
學
校
へ
寄
附
ス
ヘ
キ
旨
兼
テ
誓
約
ス
ル
ヲ
要
ス

但
寄
附
シ
ク
ル
金
額
補
助
ヲ
受
ケ
ク
ル
金
額
ノ
十
倍
一
一
蓮
ス
ル
ト
キ
ハ
寄
附
ヲ
断
績
ス
ル
コ
ト
随
意
タ
ル
ヘ
シ

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

中
學
校
令

中
學
校
ハ
實
業
二
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
學
校
一
一
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ー
ー
須
要
ナ
ル
教
育
ヲ
爲
ス
所
ト
ス

中
學
校
ヲ
分
チ
テ
高
等
尋
常
ノ
ー
等
ト
｜
ス
高
等
中
學
校
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
一
一
鴎
ス

高
等
中
學
校
ハ
法
科
警
科
工
科
文
科
理
科
農
業
商
業
等
ノ
分
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

高等中學校ハ全図卿端臓川繩ヲ五厘二分薑シ毎厘一一一箇所ヲ設置ス其厘域ハ文部大臣ノ定ムル所一一依
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第
七
條
中
學
校
ノ
學
科
及
其
程
度
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
一
一
依
ル

第
八
條
中
學
校
ノ
教
科
書
ハ
文
部
大
臣
ノ
検
定
シ
タ
ル
モ
ノ
一
一
限
ル
ヘ
シ

第
九
條
尋
常
中
學
校
ハ
厘
町
村
費
ヲ
以
テ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

高
等
中
學
校
ノ
學
科
及
其
程
度

第
四
條
高
等
中
學
校
ノ
學
科
ハ
ー
部
、
一
一
部
、
三
部
二
分
チ
各
生
徒
ヲ
シ
テ
其
一
ヲ
修
メ
シ
ム

（
一
部
・
一
一
部
・
三
部
一
一
分
チ
、
法
學
通
論
ヲ
加
ヘ
タ
ノ
ハ
、
明
治
一
一
十
一
年
七
月
ノ
コ
ト
デ
ァ
ル
。
筆
者
追
記
）

第
一
京
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

三
八

第
六
條
尋
常
中
學
校
ハ
各
府
縣
一
一
於
テ
便
宜
之
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
地
方
税
ノ
支
辨
又
ハ
補
助
一
一
係
ル
モ
ノ
ハ
各
府
縣

一
部
一
一
於
テ
ハ
第
一
一
外
國
語
、
羅
旬
語
ノ
｜
科
若
ク
ハ
ー
ー
科
ヲ
舷
キ
ー
一
部
第
一
一
年
一
一
於
テ
ハ
第
一
一
外
國
語
、
羅
甸
語
、
哲
畢
ノ

ー
一
一
科
ヲ
峡
キ
若
ク
ハ
圖
豊
、
測
量
ノ
ー
一
科
ヲ
駅
キ
若
ク
ハ
圖
豊
ノ
時
數
ヲ
減
シ
テ
羅
甸
語
、
測
量
ノ
ー
一
科
ヲ
欲
ク
コ
ト
ヲ
得
（
一
一

十
一
年
七
月
省
令
第
六
號
ヲ
以
テ
本
條
改
正
）

一
箇
所
一
一
限
ル
ヘ
シ

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

質
及
灘

各
學
科
毎
週
授
業
ノ
時
数
凡
左
ノ
如
シ

九

￣lllJlll
羅
甸
語

卜

第
一一

夕
國

壷四

第
トク

國
塞四

國
語
及
漢
丈

二

四

四

四

四

一

一

一

一

一

一

第
一
年
第
二
年

部

一

一

四

四

四

四

第
一
年
第
二
年

二
部

一

一 六

六

四

四

第
一
年
第
二
年

三
部

艘
操

一

一

一

一

一

一

一

一

一

力
學

測
撞

－－

￣

￣

圃
憲

一

一

一

哲
學

一

一

法
學
通
論

一

一

化
學

天
文

理
財
學

一

一

二

一

一

￣

物

理

一

一

四

地
質
及

鍍
物

一

一

一

一

一

一

一

￣ 二 七
一

一 二 四
－－

￣
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域校高
設等
置中

睡學

のと佼高

nH2j森の等
察文新中
相設學

崎し激
て青
の地

長と

第
三
節
本
校
の
設
立
と
敷
地
の
選
定

上
述
の
通
り
、
高
等
中
學
校
は
、
明
治
十
九
年
四
月
十
日
の
勅
令
を
以
て
出
現
し
、
第
一
及
び
第
三
の
高
等
中
學
は
既
存
の
も
の

を
改
め
、
第
一
一
・
第
四
及
び
第
五
医
に
は
新
設
す
る
こ
と
学
な
っ
た
。
然
る
に
第
一
一
厘
に
於
け
る
仙
臺
は
、
本
來
同
地
方
文
化
の
中

心
を
爲
し
て
居
っ
た
關
係
上
、
殆
ど
決
定
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
残
る
第
四
・
第
五
の
雨
厘
に
於
て
、
何
虚
に
高
等
中
學
校
を
設
置

す
べ
き
で
あ
る
か
は
、
大
い
に
考
慮
を
要
す
る
所
で
あ
り
、
中
に
就
い
て
、
・
九
州
地
方
が
最
も
困
難
を
感
じ
た
も
の
ら
し
い
。
是
に

於
て
か
森
子
は
、
十
九
年
十
一
一
月
一
一
十
五
日
よ
り
、
九
州
諸
縣
及
京
都
府
學
事
覗
察
の
爲
に
出
張
し
、
翌
年
十
月
十
九
日
に
は
、
石

川
縣
地
方
學
事
巡
覗
と
し
て
出
張
を
爲
し
、
到
る
虚
の
地
方
長
官
、
地
方
有
力
者
、
竝
に
學
校
當
路
者
と
面
接
し
て
、
改
革
の
主
旨

や
抱
懐
せ
る
意
圖
を
明
か
に
す
る
と
共
に
、
地
方
の
事
情
な
り
希
望
な
り
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
た
の
で
あ
る
が
、
石
川
縣
の
如
き

は
、
縣
下
有
志
者
相
謀
り
、
同
月
一
一
十
五
日
金
澤
来
着
の
森
子
を
金
澤
勧
業
博
物
館
に
招
待
し
、
記
念
の
た
め
、
「
エ
ン
サ
ィ
ク
ロ
。
ヘ

ヂ
ャ
・
プ
リ
ク
ニ
カ
」
一
部
を
第
四
高
等
中
學
校
に
寄
附
し
た
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
（
明
治
一
一
十
年
十
一
月
一
一
十
六
日
官
報
）

長
崎
は
支
那
に
も
近
く
、
又
西
舶
の
往
来
も
繋
ぐ
、
從
っ
て
常
に
九
州
に
於
け
る
文
明
の
先
駆
を
爲
し
、
幕
府
直
轄
の
明
倫
堂

が
、
最
も
早
く
此
地
に
設
け
ら
れ
、
大
村
の
五
教
館
之
に
次
ぎ
、
熊
本
の
時
習
館
は
第
一
一
一
位
で
あ
っ
た
。
且
叉
、
明
治
五
年
の
學
制

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
至
同
等
中
學
校
の
創
立
・

四
一

高
等
中
學
校
ノ
設
置
医
域

第
一
條
高
等
中
學
校
ノ
設
置
医
域
左
ノ
加
シ

第
一
厘
東
京
府
、
榊
奈
川
縣
、
埼
玉
縣
、
千
葉
縣
、
茨
城
縣
、
群
馬
縣
、
栃
木
縣
、
愛
知
縣
。
靜
岡
縣
、
山
梨
縣
、
長
野
縣

第
一
一
厘
宮
城
縣
、
幅
島
縣
、
岩
手
縣
、
青
森
縣
、
山
形
縣
、
秋
田
縣

第
一
一
一
厘
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
縣
、
奈
良
縣
、
（
一
一
十
年
文
部
省
告
示
第
十
一
一
読
ヲ
以
テ
本
厘
中
兵
庫
縣
ノ
下
へ
「
奈
良
縣
」

ノ
一
一
一
字
ヲ
追
加
ス
）
三
重
縣
、
滋
賀
縣
、
岐
阜
縣
、
鳥
取
縣
、
島
根
縣
、
岡
山
縣
、
贋
島
縣
、
山
口
縣
、
和
歌
山
縣
、
穂
島

縣
、
香
川
縣
、
（
二
十
一
年
文
部
省
告
示
第
十
一
號
ヲ
以
テ
本
匠
中
穂
島
縣
ノ
下
へ
「
香
川
縣
」
ノ
一
一
一
字
ヲ
追
加
ス
）
愛
媛
縣

第
一
章
九
州
に
於
け
る
最
高
學
府
第
五
高
等
中
學
校
の
創
立

四
○

第
五
催
高
等
中
學
校
ノ
各
學
科
ノ
程
度
左
ノ
如
シ
（
二
十
一
年
七
月
省
令
第
六
號
ヲ
以
テ
本
條
改
正
）

國
語
及
漢
文
（
漢
字
交
リ
文
及
漢
文
ノ
講
讃
、
作
文
）
、
第
一
外
國
語
（
講
讃
、
會
話
、
作
文
・
翻
諜
）
、
第
一
一
外
國
語
（
前
項
一
一

同
シ
）
、
羅
旬
語
（
文
法
、
講
讃
）
、
地
理
（
政
治
地
理
）
、
歴
史
（
希
臘
、
羅
馬
、
燭
、
佛
、
英
、
米
ノ
歴
史
）
、
數
學
（
平
面
解
析

幾
何
、
立
鵠
解
析
幾
何
ノ
初
歩
、
方
程
式
論
大
意
Ｄ
微
分
⑪
積
分
）
、
動
物
及
植
物
（
欝
科
動
植
物
學
及
人
鵠
解
剖
學
）
、
地
質

及
鑛
物
（
大
意
）
、
物
理
（
理
論
及
實
鹸
）
、
化
學
（
無
機
化
學
、
有
機
化
學
、
理
論
．
實
駿
及
分
析
）
、
天
文
（
初
歩
）
、
理
財
學

（
大
意
）
、
法
學
通
論
（
大
意
）
、
哲
學
（
心
理
及
論
理
）
、
圖
薔
（
書
法
幾
何
及
用
器
書
法
）
、
力
學
（
運
動
學
及
分
子
固
鵠
液
龍
ノ

カ
學
）
、
測
量
（
理
論
及
實
地
演
習
）
、
艦
操
（
兵
式
鵠
操
）

●
文
部
省
告
示
第
三
號
（
明
治
十
九
年
十
一
月
一
一
一
十
日
）

勅
令
第
十
五
號
中
學
校
令
第
四
條
一
一
基
キ
高
等
中
學
校
ノ
設
置
厘
域
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

上

高
知
縣

第
四
厘
新
潟
縣
、
幅
井
縣
、
石
川
縣
、
富
山
縣

第
江
厘
長
崎
縣
、
幅
岡
縣
勺
大
分
縣
、
佐
賀
縣
、
熊
本
縣
、
宮
崎
縣
、
鹿
兒
島
縣

：
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